フーゴー・ヴォルフの初期歌曲にみられる支援者 : 作曲家アーダルベルト・フォン・ゴルトシュミットの影響 : 1877年から1878年にかけて by 高木 彩也子
フーゴー・ヴォルフの初期歌曲にみられる支援者／
作曲家アーダルベルト・フォン・ゴルトシュミットの影響
―1877 年から 1878 年にかけて―
The Influence of the Supporter / Composer, Adalbert von Goldschmidt on the 
Early Songs of Hugo Wolf  from 1877 to 1878
高木　彩也子
TAKAGI Ayako
	 	 	 	 	 This	 paper	 aims	 at	 demonstrating	 the	 influence	 of	 the	 composer,	 Adalbert	 von	
Goldschmidt,	who	began	 supporting	Hugo	Wolf	 in	1877,	 on	 the	 early	 songs	 of	Wolf,	
by	analysing	and	comparing	Goldschmidt’s	Die	 sieben	Todsünden	and	Wolf ’s	 early	 songs	
composed	in	1877	and	1878.	
					It	was	found	that	the	characteristics	of	Wolf ’s	songs	changed	from	1877	to	1878.	The	
characteristics	of	Wolf ’s	songs	composed	 in	1878	were	similar	 to	 those	of	Die	sieben	Tod-
sünden.	At	the	time	of	1877,	Wolf	spent	a	lot	of	time	for	Goldschmidt’s	Die	sieben	Todsünden	









































の構想をもとに、オーストリアの詩人ロベルト・ハンマーリング Robert Hamerling（1830 - 1889）
が台本を作成し、ゴルトシュミットが 1873 年から作曲に取りかかり、3 年後の 1876 年、彼が
28 歳の時に完成した（Freidegg 1909: 5）。初演は 1876 年、ベルリンのライヒスハレ劇場 Das 
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Reichshallentheater で行われ、見事な成功を収めたと伝えられている（Gaynor 2001: 104）。また、
ドイツの雑誌 Musikalisches Wochenblatt7/21 1876 年 5 月 19 日の記事など、オーストリア国外
の雑誌等において好意的な批評が掲載されている（Saffel 1987: 36）。このベルリンでの初演を聞き
感銘を受けた一人に、フランツ・リスト Franz Liszt（1811 - 1886）がいた。彼はゴルトシュミッ
トに賞賛の手紙を送り、これをきっかけに二人の友好関係は 1878 年から 1886 年にリストが亡く
なるまで続いた。リストはこの若い作曲家を大変評価していたようである。その証拠にリストは
《七つの大罪》を、ピアノ編曲することを申し出、《愛の情景と幸運の球 Libesszene und Fortunas 
Kugel》を作曲している5。またゴルトシュミット自身も感謝の証として、この《七つの大罪》をリ
ストに献呈している。







　この作品は三つの部分から構成されている。作品の台本はキリスト教用語の “ 七つの大罪 6” に構
想を得て書かれており、ハンマーリングは人間世界のあらゆる事象について、神秘主義と寓意を含
んだ詩としてまとめている（Schering 1966: 460）。現在入手できた総譜 7 によると、混声合唱とオー
ケストラから編成されている。オーケストラの編成は、フルート 3、オーボエ 2、イングリッシュホ
ルン、クラリネット 2、バスクラリネット、ファゴット 3、ホルン 4、トランペット 2、トロンボー
ン 3、チューバ、ティンパニ、ハープ 2、弦五部である。
　主たるソリストは、七人の悪霊たち（邪淫 Dämon der bösen Lust、傲慢 Dämon der Hoffart、
嫉 妬 Dämon des Neides、 貪 欲 Dämon derHabsucht、 暴 食 Dämon der Völlerei、 怠 惰 Dämon 
der Trägheit、 憤 怒 Dämon des Zornes の 悪 霊 ） で あ り、 場 面 ご と に、〈 暗 闇 の 王 子 Fürst der 
























　以上の事から、ヴォルフは 12 月のウィーン初演に向けて約 4 週間に渡る期間をこの作品のため
に費やし、そのことは彼にとって非常に貴重な経験となった。さらに、この校正を担当していた
1877 年～ 78 年にかけて、ヴォルフの歌曲の創作に、劇的な変化が生じている。この変化の要因と
して、ヴォルフが《七つの大罪》に深く関わっていたことが指摘できよう。
3．1877 ～ 78 年のヴォルフ歌曲における音楽的特徴
　ヴォルフは 1877 年に歌曲を 8 曲、1878 年に 36 曲作曲している 11。この中には消失したものや
未完に終わったものも含まれているため、今回は出版譜のある完成作品を対象とし、作品分析を行っ
た。1877 年の歌曲 7 曲、1878 年の歌曲 27 曲が対象である。
　分析は、全 34 曲の歌曲の歌唱旋律を中心とし、必要に応じてピアノパートの和声分析も行った。
その結果、1878 年の歌曲に新たにみられた 4 つの音楽的特徴が見出された。それらは、①半音階
的な旋律、②絶え間ない転調、③同じ旋律型の反復、④朗唱的な旋律の 4 つの音楽的特徴である。
表１において、それぞれの特徴がみられるものには○が付けてある。表１で明らかになったように、
これらの 4 つの音楽的特徴は 77 年の歌曲においては、一曲を除き、全くみられない。しかし 78 年
においては該当する曲数が 14 曲に増加している。77 年の歌曲は全て、むしろシューマン風とも言












6. さすらいの歌 Wanderlied　 ○
7. 燕の帰還 Der Schwalben Heimkehr　
1878 年　　歌曲（27 曲）
邦題 原題 特徴① 特徴② 特徴③ 特徴④
1. 悲しい道 Traurige Wege 　 ○
2. 太陽の去りゆくように So wahr die Sonne Scheint    ○
3. 夜ごとのさすらい Nächtliche Wanderung 　 ○ ○ ○ ○
4. 旅に（第一稿） Auf der Wanderschaft　　
5. 旅に（第二稿） Auf der Wanderschaft 　 
6. 紡ぎ女 Die Spinnerin  ○ ○
7. 泉のほとりの子ども Das Kind am Brunnen ○
8. 小鳥 Das Vöglein   ○
9. 少年の死 Knabentod ○
10. 彼らは今日夕べに集う Sie haben heut' Abend Gesellschaft
11. 夜のあいだに Über Nacht ○ ○
12. 私はぼんやりと夢見心地であった Ich stand in dunkeln Träumen
13. 吹きすさぶ風 Das ist ein Brausen und Heulen
14. 暗闇に縛られ私は Wo ich bin, mich rings umdunkelt ○
15. 悲しみに溢れて Aus meinen grossen Schmerzen
16. 私は王子の夢を見た Mir träumte von einen Königskind
17. 愛しい人よ、一緒に座っていたね Mein Liebchen, wir sassen beisammen
18. 青い服の軽騎兵の吹奏 Es blasen die blauen Husaren 
19. 愛する春よ LiebesFrühling
20. 旅で Auf der Wanderung ○
21. 愛しい人よ、僕ははっきりとそう言った Ja, die schönst! Ich sagt es offen ○ ○
22. 悲しみの聖母像に祈るグレートヒェン Gretchen vor dem Andachtsbild der Mater Dolorosa ○ ○ ○ ○
23. 別れのあと Nach dem Abschide ○ ○ ○
24. 老いた王がいた Es war ein alter König
25. 黒い帆をはって Mit schwarzen Selgen
26. 晩秋の霧 Spätherbstnebel
27. 春はおごそか Ernst ist der Frühling 	○ 		○ 			○
表１　1877 年～ 78 年の歌曲における音楽的特徴
（1）1877 年
（2）1878 年
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3-1．①半音階的な旋律
　これは半音階を多用する旋律を指している。この特徴は 5 つの歌曲（表 1 −（2）番号 3、6、
22、23、27）に確認でき、大きく上行形、下行形の旋律に分けることができる。上行・下行それ
ぞれの顕著な例を挙げる。上行形の半音階的な旋律は、例えば〈紡ぎ女 Die Spinnerin〉（表 1 −
（2）の 6）の旋律に顕著である。この曲は後に《女声のための 6 つの歌曲集 Sechs Lieder für eine 
Frauenstimme》の中に収められたものであるが、フリードリヒ・リュッケルトFriedrich Rückert (1788 
- 1866）の詩に作曲され、恋の病に苦しむ少女の心の動きが歌われている。少女が恋をした少年へ
の想いを語る中、終始ピアノ伴奏が糸車の回る様子を描き出す。糸車は少女の心の動きに合わせて
時には激しく、時には躊躇しながら、絶えず回っていく。T.45（小節数を以後 Takt ＝ T. と記す）では、
「少年が険しい山の中からこちらへやってくる、急ぎましょう、飛んでいきましょう、もう抑えられ
ないわ」と、少女の高まる胸の動きが、半音階的に上行しながら歌われている【譜例 1】。77 年に




　下行形の半音階的な旋律は（表 1 −（2）番号 3、22、23、27）に確認できた。その中でも〈悲
しみの聖母像に祈るグレートヒェン Gretchen vor dem Andachtsbild der Mater Dolorosa〉（表1−（2）
の 22）において、その使用はかなり顕著である。この曲はヨーハン・ヴォルフガング・フォン・ゲー






















律が次々と展開される特徴は 4 つの歌曲（表 1 −（2）番号 3、21、22、27）にみられた。顕著な
例として〈愛しい人！僕ははっきりとそう言った Ja, die schönst! Ich sagt es offen〉（表 1 −（2）の
21）が挙げられる。この曲はホフマン・フォン・ファーラースレーベン Hoffmann von Fallersleben
（1798 - 1874）の詩に作曲されている。T.31 ～ 36 にかけて、旋律は頻繁に転調している。まず T.31 
は a - moll のⅤから T.32 で a - moll のⅥになり、T.33 で突如 Des - Dur に転調している。そして B 
- Dur のⅤ 9 から、続く T.34 で B - Dur のⅠに転調する。さらに es - moll のⅤ 7 から T.35 で es - 
moll のⅠに転調し、T.36 で G - Dur（または g - moll）の V9 へと転調していく【譜例 5】。この複雑
な転調は 77 年のヴォルフ歌曲までは全くみられず、この 78 年に新たにみられた手法である。他の
3 曲（表 1 −（2）番号 3、22、27）においても、転調の方法は異なるが【譜例 5】と同様に、次
から次へと転調する部分がみられた。ヴォルフの複雑な転調の手法はこれ以降、頻繁に使用される
ようになる。
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【譜例 5】T.31 ～ 36
 
3-3．③同じ旋律型の反復
　この特徴は、1 または 2 詩行内で、同じ形の歌唱旋律が反復されるものを指している。この形には、
（1）2 回とも音域が同じもの、また（2）1 回目と 2 回目で音域が変わるもの、という 2 パターンが
含まれている。この特徴は全 11 曲に確認されたが、大部分が（2）1 回目と 2 回目で音域が変わる
ものであった。それらは（表 1 −（2）番号 1、2、3、6、9、11、14、20、21、22、23、27）に

















　この 1878 年の歌曲において（1）2 回とも音域が同じものは一曲にしか確認されなかったが、後









技法であり、ヴァーグナー楽劇の手法を彷彿とさせる。この朗唱的な旋律は 5 曲（表 1 −（2）番
号 3、7、11、22、23）に確認された。朗唱部分の特徴が顕著に出ているのは〈夜ごとのさすら
い Nächtliche Wanderung〉 （表 1 −（2）の 3）の冒頭部分である。この曲はニコラウス・レーナウ
Nikolaus Lenau（1802 - 1850 ）の詩に作曲され、さすらう若者の様子が歌われている。「夜は暗黒
で重苦しく不安に満ちている Die Nacht ist finster, schwühl, und bang.」と歌唱旋律は同音反復を用
い、詩の言葉を語る。その下ではピアノ伴奏が重苦しく不安に満ちた夜の情景を描きだす。和声は c 
- moll の減 7 →Ⅳ 7 の和音の二転→減 7 →Ⅳ 7 の和音の二転→減 7 と進行し、減 7 を繰り返し使用
することで調性を曖昧にしている。ピアノ伴奏が詩の情景描写を担うことで、語るように歌う歌唱
旋律がより鮮明に浮き出される【譜例 9】。
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【譜例 9】T.1
　また、ユーリウス・シュトゥルム Julius Sturm（1816 - 1896）の詩に作曲された〈夜のあいだに
Über Nacht〉（表 1 −（2）の 11）の第三節「夜のあいだに　夜のあいだに　喜びと悲しみが訪れる
Über Nacht,über Nacht kommt Freud‘ und Leid」と歌われる部分にも同様の朗唱的な旋律が見られた。
歌唱旋律は同音反復を用いて詩の言葉を語り、ピアノ伴奏が移りゆくハーモニーを奏で、夜の雰囲気
を醸し出している。他の 3 曲（表 1 −（2）番号 7、22、23）においても、歌唱旋律が同音反復を多
用し語るように歌う下で、伴奏部分が和声を響かせ曲の情景を描写すると言う同様の特徴がみられた。
このように歌唱旋律とピアノ伴奏が互いに異なる役割をもち、独立しつつもひとつの世界を創り出す














部の〈邪淫の悪霊〉が P.16（ページ数を以後 Page ＝ P. と記す）で「軟弱な光の息子は荒野をのた














の聖母像に祈るグレートヒェン〉（表 1 −（2）の 22）にみられた絵画的書法に類似している【譜例








T.12 の Des - Dur から始まり、T.13 で F - Dur のⅡ 7 の第 5 音下方変位を使用し、P43・T.1 で F - 
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Dur のⅤ 7 から P43・T.2 で F - Dur へと転調する。これに応え、〈若者〉のソロパートは「共に行
こう、ああ天の営みの大いなる高みへ」と歌う。〈若者〉のソロパートは T.3 から D - Dur で始まり T.4
で Fis – Dur の V9 和音を使用し、T.5 で Fis - Dur の V7、T.6 で本来ⅠかⅥに進行すべきところをⅣ
に進行し、旋律はさらに続いていく。つまり、Des – Dur → F- Dur → D – Dur → Fis - Dur とわずか
9 小節の間に 3 回も転調している。愛の情景という愛に溢れた場面を、ゴルトシュミットはめまぐ
るしく調性を変えることで高揚感と共に演出していると言える【譜例 14】。
【譜例 14】P.42・T.11 ～ P.43・T.6
　また、〈傲慢の悪霊〉の P.52・T.1 のソロパート「群れをなす者たちよ、夢想家たちよ、世界の報

































　特徴が顕著な例として、〈貪欲の悪霊〉のソロパート P.94・T.2 では c - moll の減 7 の和音を連続
使用し、オーケストラが「暗黒の世界」の情景描写をする上で、歌唱旋律が同音反復を用い朗々と語っ
















フとの関連について概説し、次に、《七つの大罪》と 1877 年～ 1878 年におけるヴォルフ歌曲との
音楽的特徴の検証を行った。その結果、以下の 2 つの点が明らかとなった。











1 1877 年に始まり、1903 年にヴォルフが亡くなるまで、様々な人物から計 26 年間絶えることなく支援を受けていた。
2 ロスチャイルド家の銀行支配人をしていた父モーリッツ・フォン・ゴルトシュミット Moriz von Goldschmidt（1803 - 1888）の、
5 人目の息子としてウィーンで生を受けた。自身も銀行員となるが、後に辞職し、作曲や詩作に専念する。ウィーン音楽院では、
作曲をフリードリヒ・アドルフ・ヴォルフ Friedrich Adolf Wolf に師事している。彼が最初に成功を収めたのは 1876 年作曲の
オラトリオ《七つの大罪 Die sieben Todsünden》のベルリンでの初演である。その後、彼はその最も主要な作品であるオペラ・
オラトリオ三部作《ゲア Gaea》の作曲に取り組み 1893 年にベルリンで初演した。その他にも交響詩、100 曲近い歌曲、室内
楽曲、ピアノ曲、コミック・オペラ《信心深いヘレネ　Die fromme Helene》等を作曲している。また、ピアニストでもあった
彼は、妻や他の歌手を同行し、自作や他者作品のリサイタルツアーを度々行っていた。しかし晩年は創作意欲を欠き、1905 年


















7 Goldschmidt1884。 Breitkopf&Hältel 社より、第三部の前奏曲と第二部の「愛の情景」を抜粋した楽譜が出版されている。
8 「（前略）ゴルトシュミットが今日私に《七つの大罪》のスコアを校正するよう依頼してきたのです。僕は歌劇場に足を運んで、
毎日数時間、レッスンがない日は午前中 9 ～ 12 時まで、午後は 4 ～ 6 時の間まで働いています。さしあたり、1 日につき 2
フロリンもらえるのです。作品全体の校正には 4 週間はかかるでしょう」 （Spitzer ed. 2010: 21。11 月 15 日付書簡）。このよ
うな書簡が残っているため《七つの大罪》のウィーン初演に際して、何らかの校正が必要であったことは明確である。しかし、
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